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16世紀中央アジア文化史の史料としての

　　　ホーンデミールの作品

D．　lu。ユスーポワ

（磯貝健一　訳）

　周知のように，ティムール当人の治世も含め，ティムール朝期にはサマルカンドを首都と

したマーワラーアンナフルと，ヘラートを首都としたホラーサーンの双方において，学術，

文芸，造型芸術（ミニアチュールと絵画），音楽芸術，書道が多岐にわたる発展を遂げた。

　著名なヘラートの歴史家であるホーンデミールKhwaRdamlr（878／1473－74～941／

1534－35）は当時の歴史学に大きく貢献した人物である。

　彼は六十三年間の生涯において豊かな創作遺産を遺すことに成功した。彼が著わした作品

はナ三点にのぼるが，このうち現在まで伝えられているものは次の八点である一砿α厩厩γ

al－Multik（ilig三下の英雄的行為』），　Khulasat　al－Akhbdir　fi　bαydin　Alpωdl　al－Afehyδr（『高

潔なる人々の生涯の叙述に捧げられたる報知の精髄』），Maharimα1－A　lehlaq（『高貴なる人

格の三選），Dαstar・al－Wuzαnt’（『ワジール達の手引き』），　Ndima－yi　IVdmi（『高名なる書』），

RαZV4at　al一＄αfdi　’（『清浄の園』）第七巻，耳α励必S砂α7方肋肋δ7君か記必Bαs肱γ（『諸

個人の報知における伝記の友』），llumdyan－ndmα（ガフマーユーンの書S）。

　他の著者達の手になる歴史作品と同様，上に列挙したホーンデミールの作品も15世紀か

ら16世紀にかけての中央アジアの政治，経済，文化についてそのもっとも重要な諸々の側

面を伝えている。ただし，これらのうちでも，この時代の文化活動についての記述は特溺な

位置を占めていることを指摘せねばならない。

　ホーンデミールの著作より明らかなようにティムール本人をはじめ，曾孫達にまでいたる

彼の子孫は，マーワラーアンナフルやホラーサーン出身の学者遠はもとより，遠く隔たった

諸国より連れて来られた学者達にもひとしく創造的な学術活動のための良好な環境を提供し

ていた。それと同時に，彼らはマドラサやハーナカーフにおいて教鞭をとり，図書館や病院

等の機関で活動を行っていた。学者達には高額の俸給が支払われ，彼らは当聴にあっては恵

まれた環境に暮らし，互いに交際し，ペルシア語，アラビア語，トルコ語で自らの作品を著

わした。

　ティムールをはじめとするティムール朝の王族，およびマーワラーアンナフルとホラー

サーンのあらゆる知的エリート達は，歴史，文学，自然科学の分野における様々な作品に特

別な関心を示していた。
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　ホーンデミールは自らの著作のなかに，フサイン・バーイカラーとその長子であるバ

ディーウッザマーン，アリーシール・ナヴァーイー，ザヒールッデK一ン・バーブルとその

子フマーユーンといった面々と同時代に生きた人々の記録を収めているが，その内訳は詩人

達をはじめとして，数学者，天文学者，書道家，音楽家，医者といった学者達から，政治家

であるワジールにまで及んでいる。また，彼の作品中にはもっとも重要な職掌のうちの若干

（parw2Rachi，海tisab（mubtasib），　kalantar，　mubashshlr，毎afig）について，その起源と

これに任ぜられた者の義務に関する記録も見うけられる。

　個々の人物にっき述べるなかで，ホーンデミールは彼らの正確な生没年であるとか，その

手になる著作について言及することがある。たとえば，ヘラートの大規模な病院のうちの一

つであったダールッシファーDar　aLShifa’では，病人の治療だけでなく医学教育も行われ

ていた。ホーンデミールは数名の著名な医師の名を挙げている。彼らはヘラートやその周辺

であるとか，インドのバーブルやフマーユーンの宮廷で生活していた。当時の優秀な医師達

の多くは，これら医療施設で病人の治療にあたるのと同疇に，教育機関での教育活動にも従

事していたのである。彼らのなかには，自ら優れた詩を創作したり，あるいは他の詩人の作

品の模倣に取り組んだりする一方で，先入の医学書に注釈を施すというような者もあった。

彼らの多くはペルシア語と同程度にアラビア語にも通暁していた。さて，スルターン・フサ

イン・バーイカラーの侍医はつぎのような医学者達であった一マウラーナー・ムハンマド・

ムイーンMawlaRa　Muhammad　Mu‘ぬ，　マウラーナー・クトゥブッディーン。ムハンマ

ド・アーダムMawlana　Qutb　al－DiR　M晦ammad　Adam，　マウラーナー・ギヤースッ

ディーン。ムハンマド・イブン・マウラーナー・ジャラールッディーン・タビープ

Maw玉ana　Ghiyath　a1－Din　M晦ammad　b．　MawlaRa　ja玉al　al－Din　Tabib，マウラーナー・

ダルヴィーシュ。アリー・タビープMawlana　Darwlsh‘All　Tabib，マウラーナー・ムハ

ンマド・タビープMawlana　Mu草ammad　Tabib，マウラーナー・アブドゥ・ル。ハイイ・

トゥーニーMawlana‘Abd　al・耳ayy　TUni，マウラーナー・カマールッディーン・マスウー

ド・シルヴァーニーMawlana　Kamal　al－Dln　Mas’9d　Shirwani，マウラーナー・マシー

フッディーン・ハビープッラー一一　Mawlana　Masih　al－Din　Habiba至lah等。彼らのうちの殆ど

はアり一シール・ナヴァーイーの庇護を受け，病人の治療にあたりながら，ダールッシ

ファーで教育活動にも従事していた〔Khula§at：479　b－491　a；輩abib：343－4］。

　マウラーナー・ギヤースッディーン・ムハンマド・イブン・ジャラールッディーン・タ

ビープは学術の多くの分野に精通していた。彼は医学書である旧観の耐al－lldiqi　’）へのコ

ンパクトで平易な注釈書を著わしており，とりわけ医学の分野でその実力を発揮した。また，

Udishiyα一yi　Shark－iルf顔9（rマウラーナー・ナフィースィーのSharh－i吻捻への語句注

釈の　も彼の作品である　［Khula§at：479　b，490　b；Makarim／Cambridge：133　a，134　a］。

『マウラーナー。ナフィースィーのSharh－i　Mop’iz』とは，ブルハーヌッディーン・ナ

フィース・イブン・イヴァド・ケルマーニーBurhan　aFDin　Nafis　b．‘lwad　al－Kirmaniの
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手になる書物である。この医師はケルマーンで暮らしていたが，ウルグ・ベクの招請により

サマルカンドへと移憎し，そこでウルグ・ベクの侍医となった。ちなみにShark　al－Mdy’iz

は，著名な医者であるアリー・イブン・アッナフィース・カルシー‘Ah　b．　a玉一Nafis　al－

Qarshi（d．1288）の著書への注釈書である2）。マウラーナー・ギヤースッディーンは長期に

わたりマドラサの聴講者達に医学書の解釈につき講義していたが，一方ではダールッシ

ファーで病人の治療にもあたっていた。また，彼には詩の著作もある［Khula§at：479　b，

490　b；Makarim／Cambridge：133　a，134　a］。　アリーシール・ナヴァーイーは，　マウラー

ナー・ギヤースッディーンはすぐれた詩人であり，　シャイフ・ニザーミーのMakhzanα1－

Asntrを模倣した作品（tatabbu‘）を著わした，と記している［鍛ajalis：160］。

　ホーンデミールが伝えるところによれば，様々な疾病に際して特別な治療法を用いたマウ

ラーナー・ダルヴィーシュ・アリー・タビープの治療術をアリーシール・ナヴァーイーは高

く評価していたという。彼はマフデ・ウルヤー・ミルカト・アーガーMahd－i　‘Ulya　Milkat

Agha（ウマル・シャイフの妻，のちシャールフの妻）のダールッシファーで教授（mudar－

ris）職に就いており，　さらに病人の治療にもあたっていた。彼にはTαdhkiratα1－Nufas

（「伝：ES）や，アリーシール・ナヴァーイーの死に際して著わされた詩などの文学作品もあ

る［Khula§at：491　a；Makarim／Cambridge：134　a，184　b〕3）。

　マウラーナー。カマールッディーン。マスウード・シルヴァーニーはゴウハル・シャー

ド。アーガーGawhar　Shad　Agh2（シャールフの妻）のマドラサとイフラースィーヤ・マ

ドラサで数年にわたって教壇に立っていた。彼は文体論，論理学，医学の方面で優れた才能

を有していた。後に，彼はギヤーシーヤ・マドラサで講義を行うようになる。彼は当時広く

行われていた濡血の手法にも通暁していた。彼にはHdshtya－yi　Shark－i　H．　ilemαt　al一　‘Ayn　‘）

や様々なRisdlα（『論文』）といった著作があり，いずれも学生達のあいだで広く用いられ

ていた［ljabib　：　343］。

　マウラーナー・ニザームッディーン・アブドゥ。ル・ハイイ・タビープは，はじめナ

ヴァーイーのダールッシファーで病人の治療にあたっていた。彼の名声は広く響き渡ってい

たが，それはホージャ・ウバイドゥッラー・アフラールが病を得た際に彼がわざわざサマル

カンドへと招喚されたほどで，このとき彼は後者を全快させることに成功している。ヘラー

トへと帰還すると，彼はスルターン・フサインの宮廷に佳えることになった。彼は脈管疾患

の治療方法に通じ，その生涯最後の日々にいたるまでアリーシール・ナヴァーイーの治療に

あたった［Khula§at：494　b；Makarim／Cambridge＝152　a；翠abib：342］。

　はじめバーブルの，そして後にフマーユーンの侍医となったのが，ヘラートからインドへ

と招かれた著名な医師，マウラーナー・ユースフィーMawlana　Yasufiで，彼は数々の医

学書を著わしている。彼の息子であるイスマーイールlsma‘ilもまた医者であり学者であっ

た。イブン・スィーナーの師匠で，ブハラの学者であるアブー・マンスール・クムリー

Aba　Man§Or　a三一Qumrlの著作，　Kitdib　al一　Tanwir　fi　al－ISIildhdt　al一　Tibbiyα（『医栄用語の
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照明の書』）5）のペルシア語への翻訳は彼の業績である［Qanan：30，533。

　ティムール朝野のヘラートは，ブハラやイラクなど世界各地からやってきfc多くの詩人達

が集う場であった。韻文学は，バイト，ルバーイー，ガザル，カスィーダ，マスナヴィー，

ターリーフ，ムアンマー等々の様々なジャンルで発展を遂げた。サイイド・カーズィミー

Sayyid　K砺imi，マウラーナー・ムハンマド・イブン・フサームッディーンMaw海aa

Muhammad　b．耳usam　ai－Din，カーディー・マスウード。コンミーQadi　Mas‘ud　Qummi，

マウラーナー一・ハサンシャーMawlana耳asa職一shah，ミール・ハーッジュMir耳ajj，マゥ

ラーーナー・サイフィーMawlana　Sayfi，マウラーナー・リヤーズィーMawlana　Riyadl，

マウラーナー・ニザームッディーン・アスタラーバーディーMawlana　Nizam　al－DiR

Astarabadi，ホージャ・マンスール・ビティクチーKhwaja　Man§ar　Bitikchi，マウラー

ナー・ビナーイーMawlana　Bina’i，ホージャ・ナースィルッディーン・アブー・ナスル・

ミフナKhwaja　Na§ir　a1－Din　AbU　Na＄r　Mlhna，　マウラーナー・ルトフィーMawlana

Lugfiといった人々はその代表的な創作者達であった。

　ホーンデミール自身も書簡文学の分野での模範的な代表者であった。彼の手になる

Ndmα一yi　1＞伽π（『高名なる書』）6）はこのことを明瞭に示している。それゆえにこそ，ペル

シア・タジク文学の巨匠であるアブドゥッラフマーン・ジャーミーの美点に高い評価を与え

るなかで，ホーンデミールはとりわけ彼のインシャー学（書簡文学）への貢献を強調してい

るのである［Nami：65　a］。

　ホーンデミールはMakdmmα1－A　hhlaq（『高貴なる人格の書』）という一点の書物すべて

を費やして，自らの庇護者にして偉大な詩人でもあるアリーシール・ナヴァーイーの生涯と

活動，そしてその高貴な人格とを叙述している7）。

　当時は，数学者（アミール。ムルタードAm董r　Murt鱒，マウラーナー・ファスィーフッ

ディーン・ムハンマド・ニザーミーMawlana　Fa§iり　al－DiR　Muinammad　al・NiZaml）や天

文学者（サイフッディーン・アフマド・タフターザ一日ーSayf　al－Din　Abmad　al－

Taftazani，ビルジャンディー　a1－Birjandi）も創作活動を行っていた。ビルジャンディーが

没したのは1525年頃のことである。彼はShark－i　Zij－i　Ulughbele（『ウルグベクの天文表へ

の注釈』）　を著わしており，　やはり彼の作品であるSharh－i　Bist　Bdb　dar　1川下画

Asturldb（『アストロラーベの知識に関する二十章への注釈』）はナスィールッディーン・

トゥースィーの論文を解説したものである［Makarim／Cambridge：133　b］8）。

　ホーンデミールが伝えているように，サーヒブキラーン（ティムールを指す一訳者）やそ

の後継者達の宮廷において教養にあふれた歴史家達が著作活動を行ったおかげで，ティムー

ル朝という時代は歴史学のなかに十分な形で反映されている。こうした歴史家達については，

シャールフの廷臣を父にもち，法学，ハディース学，韻律学（‘arad），歴史といった諸々の

学識を一身に集めたアブドゥッラッザーク・サマルカンディー‘Abd　al－Razzaq　al－

Samarqandi（1413～1482生没地共にヘラート）の名を挙げるだけで十分であろう。彼は
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ペルシア語のほかに，アラビア語にもよく通じていた。1438年から1463年にかけて，彼は

シャールフやアブ・ル・カーシム・バーブル，およびその他のティムール家の王子達の宮廷

に仕えた。彼の著書であるMaFla‘一i　Sα伽翼wαMajma‘一i　Bahraynでは，14世紀から15

世紀にかけてのイランと中央アジアの社会，政治，文化が明らかにされており，さらに周辺

諸国（インド，中国等）との経済，政治，文化といった面での関係についても叙述されてい

る［輩a嫉b：335］Q

　15’世紀に活躍したヘラートの著名な歴史家である自らの祖父，ミールホーンドの生涯と

活動について記すため，ホーンデミールは自身の作晶において独立した箇所を設けている

［Makarlfn／Cambridge　：　142　b　；　Khulasat／Tehran　：　2iO　一　2il］．

　著名なハディース学者や神学者，法学下達もまたヘラートに住み，そこで創作活動に従事

した。マウラーナー。シャムスッディーン・ムハンマド・タバードガーニーMawlana

Shams　al－Dln　Mu垣ammad　Tabadganl，マウラーナー・ニザームッディーン・アブドゥ・

ル・ハックMawlana　Nilam　al－Din　‘Abd　al一耳aqq，ホージャ・イマードゥッディーン・ア

ブドゥ・ル・アズィーズKhwaja‘lmad　al－Din‘Abd　a1一‘Aziz，マウラーナー。ムイーヌッ

ディーン・アル・ファラーヒーMawlana　Mu‘in　al－Din　al－Farahi等はそういった入々であ

る。

　詣時のヘラートには車越した芸術家達も集まっていた。たとえば，アリーシール・ナ

ヴァーイーの私的図書館では多くの書道家達がそこに起居して創作活動を行っており，彼ら

は回申的にこの図書館の蔵書を増やしていったのである。彼らについて言及しながら，ホー

ンデミールは当時広く用いられていたナスフ，ナスタゥリーク，タゥリークなどの書体やキ

ターバ（碑銘）をものしていた書道家達につき叙述を行っており，さらにはこうした書道家

達の生没年や著書，および彼らが従事していた別の職業についても述べている。一例を挙げ

ると，ホーンデミールは著名な書道家であるスルターン・アリー・マシュハディーSultan

‘Ali　Mashhadiについて述べながら，彼の容貌や内面，様々な書体における技量について触

れ，マウラーナー・ジャゥファルMawlana　Ja‘farやその弟子達であるマウラーナー・アズ

ハルMawlana　Aghar，マウラーナー・アブドゥッラー・アーシュバズMawlana

‘Abdallah　Ash－paz，マウラーナー・シャイフ・マフムードMawlana　Shaykh　MabmUd

といった彼以前の著名な書道家達を挙げ，さらにはマトラゥ　（開句）を申心として，彼が

作った詩についても言及しっっ，彼の没年である929／1522－3年という年代を伝えている

のである［Khula＄at：496　a；輩ab1b：19］。

　こうした内容は，ホージャ・ハーフィズ・ムハンマドKhwaja翠af彰Muhammad，マゥ

ラーナー・スルターン・アリー。カーイニーMaw圭ana　Su正tan　‘Ali　Qaylni，　マウラー

ナー・ザイヌッディーン・マフムードMawlana　Zayn　a1－Dln　MabmUd，マウラーナー・

スルターン・アリー。サブズ・マシュハディーMawlaRa　S登1捻がAh　Sabz　Mashhadi，マ

ウラーナー・スルターン・ムハンマドMawlana　Sultan　Muhammad，　マウラーナー・
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ヌールMaw圭謡a　NGr，マウラーナー・アラーウッディーーン・ムハンマドMawla嬢‘Aぽ

al－Din　Mullammad，マウラーナー・スルターン。ムハンマド・ハンダー　Maw至ana　Sultan

Muhammad　Khanda，マウラーナー・パフラーニーMawlana　Bahranl，マウラーナー・

アディーミーMawlana‘Adimi，マウラーナ・一…　アブドゥ・ル・ジャミールMawlana

‘Abd　al－Jamll，アブドゥ・ル。カーディル・グーヤンダ‘Abd　al－Qadir　Gityandaといった

書道家達についてホーンデミールが述べる際にも見られるものである［Khula§at：496　b－

497　a；　Makarim　／Cambridge：179　b；　Habib：346；Rawdat　1716：227］．

　また，当時は書体の美しさだけではなく，速く書くこともまた評価の対象であったことを

付言しておく。

　アリーシール・ナヴァー一一　d一は画家や建築家も庇護の対象とした。たとえば，ミ＝ア

チ＝一ルと絵画の達人であったホージャ・ミーラク・ナッカーシュは，ヘラートの様々な建

築物に多くの装飾画を施しており，ホーンデミールは，彼個人の独特の資質であるとか彼の

生涯に起こった出来事を伝えている。彼と共に活躍したこの分野の代表的人物としては，マ

ウラーナー・ハーッジー・ムハンマド・ナッカーシュMawlana耳ajli　Muhammad

Naqqask，マウラーナー・ムハンマド・イスファハー一一Mawlana　M蜘ammad

I§fahanl，ウスタード・アリー・チェフレゴシャーイUstad　tAll　Chihra－gushay，そして

ウスタード・ビフザードUstad　Bihzadが挙げられる［Khula§at：472　a，497　a－b；

Makarim／Cambridge：176　b－177　a；耳ablb：348；Rawdat　1277：230　a；Raw6at　1716：242

b，243a］。ホーンデミールは傑出した画家という評緬をビフザードに与えており，彼を

シャー・イスマーイール一世の宮廷図書館長に任ずる旨の勅書の写しを引用している。ウズ

ベキスタン共和國科学アカデミー東洋学研究所所蔵のNdima－yi　Ndmiの写本　（照B．　no．

801）によれば，勅書は928年ジュマーダー第一月27B／1522年4月24日に発行されてい

る［Nami：188級903。このB付はカマールッディーン・ビフザードが何疇ヘラートからタ

ブリーズへと出発したのかを確定する際に有益なものである。

　当時は音楽芸術も高水準に達していた。ホーンデミールは，アリーシール・ナヴァーイー

自身をこの分野を代表する人物と評価する一一方で，他に類を見ないような演奏家や歌手の一一

騒が彼の庇護下でいかに活躍したかについて強調している。これらの音楽家は，ハーフィ

ズ・カザーク球afi4　Qazaq，ウスタード。サイイド。アフマドUstad　Sayyid　A加mad，ウ

スタード。シャー・タリーUstad　Shah　Quli，ウスタード。フサインUstad翠usayn，ウ

スタード、・ムハンマドUs懐d　Mubammad，ウスタード・シャイフ。ナーイーUstad

Shaykh　Nayi，マウラーナー・アリーシャーMawlana‘Ali－shah，ムハンマド・ハンダー

ンM瞬ammad　Khandanといった人々である。また，よく用いられていたのは，ウード，

ネイ，カーヌーン，ギッジャク，　コポズ等の楽器であった　［KhU！a§at：496　b，498　a－b；

Makarim／Cambridge　：　175　b］．

　ティムール朝期のヘラートおよびその周辺では，マスジド，マドラサ，ハーナカーフ，庭
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園，宮殿，公園，橋梁，浴場，病院，リバート，キャラヴァンサライの建造や大小運河の掘

削，貯水池の建設が大きな規模で行われた。． ｽとえば，ホーンデミールは諸々のマスジドに

ついて述べる際に，それが何処に位置しているか，何時建設されたか，内側と外側の様子は

どんなものであるか，建設の際にどのような資材が使われたかについて記し，そこに刻され

た碑銘の著者やハーフィズ（コーラン読講者）の名前まで挙げているのである。もしもその

マスジドが，彼の時代になって再建されたものであるならば，ホーンデミールはマスジドの

歴史について述べる。この三三，ヘラートとその周辺，およびカンダハールでは含計40に

のぼるマスジドが建造された　［Khula§at：470　b－477　b；Ma’athir：175－176；Makarirn／

Cambridge：60，　65，　97，　115，　151　a；　Dastgr：102　b］．

　ティムールの治世における学術と文化の高度の発展は，専門知識を有する人材を育成する

高等教育機関の設立を余儀なくさせた。当時，高等教育の中心としての役回を担ったのはマ

ドラサと，部分的にはハーナカーフであった。マーワラーアンナフルとホラーサーンの両地

域には，大抵の場合君主や資産家が資金を投じて建設した，多くのマドラサが存在していた。

ホーンデミールの著作で言及されるヘラート市域内に立地していたマドラサは36以上にの

ぼっている。これらのマドラサでは神学，法学，論理学，数学，天文学，医学，歴史，文学

その他についての講義が行われていた。そのムダッリス（教授）達はそれぞれの分野でもっ

とも高名な学者達であり，ここで修学するために様々な土地から学生がやって来た。シャィ

フ・ル・イスラームのマウラーナー。シハーブッディーン・アブドゥッラー・トゥースィー

Mawlana　Shihab　al－Din‘Abdallah　al－Tgslもその一人で，タルト朝時代にヘラート市域内

のマスジド・ジャーミゥ付近に建造されたギヤーシーヤ・マドラサで学ぶため，この人物は

1410年にトゥースからヘラートへとやって来たのである　［Khula§at：472　b；Mujmal：157，

199］。数々のマドラサのうちもっとも有名であったのはヘラート市域外に立地していたア

ミール・フィールーズ・シャーのマドラサとハーナカーフであり［Khu圭a§at：473　b］，ほか

にシファーイーヤ・マドラサも名声を博していた。シファーイーヤ・マドラサでは，当時の

高名な医者であるギヤースッディーン・ムハンマドが医学書の講義を行っていた

［Makarim／Cambridge　：　133　a　；　Babur　223］．

　インジール運河畔，タ㌧ルッシファー病院の対面に位置したイフラースィーヤ・マドラサ

とハラースィーヤ・ハーナカーフでは，スルターン・フサインの治世中11人のムダッリス

が宗教およびその周辺諸科学についての講義を行っており，このマドラサで学ぶために世界

各地から学生が集まってきた。このマドラサで修学した学生は，12年の間におよそ千名を

数え，彼らのうちの多くはムダッリスとなっている。このマドラサで学んだ者としては，ア

ミール・ブルハーヌッディーン。アターアッラー・ニーシャープーリーA頗rBurhan

al－Din‘Ata’al嶽h　Nishapgri，カーディー・イフティヤールッディーン・ハサン・トゥルバ

ティーQa¢l　Ikhtiyar　al－Din球asa嶽Turbati，アミール。ムルタードAmlr　MurtaG，マウ

ラーナー・ファスィーフッディーン・ムハンマド。ニザーミーMawlana　Faslh　al－1）in
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Mubammad　Ni4amlといった人々が挙げられる。ここでの学習は競争原理によって行われ

ており，毎月選抜の結果成績不良の学生達がふるいおとされ，学習を継続できたのは成績優

良者のみであった　［KhulaSat：475　a，482　a－b，487　b；Ma’athir：175；Makarim／Cam－

bridge：132　b，　133　a，　145　b，　158　a，　169　b，　170　a］．

　ホーンデミールの著作では一定部分がヘラートやその周辺のハーナカーフの叙述に罰かれ

ているが，これらハーナカーフはダルヴィーシュ達の修行の場としての機能以上に，むしろ

教育施設としての性格を色濃く有するものであった。ホーンデミールの著作中に現れるハー

ナカーフは総数24におよんでいる［K：hula§at：472　b7474　a，475　a，476　a－b，477　a－b，488　b，

490　a－b　；　Ma’athir：　174　一175　；　Dastar：　102　b；　IViakarim／Cambridge　：　131　b，　133　a，　145　b，

146　a］o

　マドラサとハーナカーフの聴講者達は様々な分野にわたる多くの書物を丹念に研究した。

また，そのためにアリーシール。ナヴァーイーはヘラートに豊富な蔵書を有する図書館を建

設しており，この図書館はミールホーンドやホーンデミール自身も含め，多くの人々に利用

された。さらにヘラートでは，往時ティムールの患子シャールフのものであった図書館も復

興され，この図書館のためにスルターン・バディーウッザマーンが数々の書籍をワクフとし

ているσ

　ティムールとその子孫，および彼らの近侍達はあらゆる手段を尽くして医学と医療活動に

保護を与えたが，彼らはこうした分野の活動を実際上でも援助し，多くの地域で大小の病院

や様々な厚生施設が建設されることとなった。ヘラートのダールッシファーやタ㌧ルッフッ

ファーズDar　al一耳uffal，バーゲ・ザーガーンBagh－i　Zaghanのダールッシファー一といっ

た様々な病院，およびこれらの施設で働いていた多数の医師達についてのホーンデミールの

記述はこの意味で注目に値する　［Khula＄at：472　b，473　b，474　b，475　a，481　a；Ma’athlr：

175］o

　知的イスラームの哲学は，高遙な精神を持ち，調和のとれた，自己犠牲的な人間をその関

心の中心に据えていた。このテーマは，アリーシール・ナヴァーイーの主要な文学・哲学関

連の著作においても主たる地位を占あている。だからこそ，そこでは知的発達という問題だ

けではなく，道徳的人格の形成であるとか精神力といったものにも重要な意義が与えられて

いるのである。

　ティムール朝の繁栄期全般にわたり広範に展開していた公共施設やレクリX一ション施設

の建設事業は，肉体的な健康の増進や人々の向上を目的としたものであり，浴場などの施設

には巨額の資金が投じられた。ホーンデミールが伝えるところによれば，アリーシール・ナ

ヴァーイー自身もヘラートとその周辺における公共浴場の建設を援助しており，ズィヤーラ

トガーフZiyaratgah，　ダッライェ・ザンギーDarra－yi　Zangi，　トゥーワジーTUwaji，

チェヘルドホタラーンChihildukhtaran，タルナーブTarnab，パンジュデフPanjdih，

フェィザーバードFaycabad，サァダーバードSa‘dabad等の浴場がこれにあたっている。
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なお，　建設された浴場は13以上にのぼった　［Makarim／Cambridge：147　a；Ma’athir：

175］o

　ホーンデミールが伝える多くの庭園や公園，宮殿は君主達の居処として，または休学の場

として使われ，彼らが不在の際には一般の民衆がそこで憩いの時をすごした。このような場

としては，バーゲ・メルガニーBagh－i　Mirghani，タフテ・サレ。ポレ・サンゲスターン

Takh£4　Sar4　Pul－i　Sangistan，バーグチェイェ。シャゥキーやBaghcha－yi　Shawqiya，

バーグチェイェ・タフテ・アズィーザーンBaghcha－yi　Takht－i‘Azlzan，バーグチェ

イェ・ガーズルガーフBaghcha－yi　Gazurgah，タフテ・バーバー・スーフテTakht－i

Baba　Sakhta，バーゲ・ノゥBagh－i　Naw，バーゲ・ズバイダBagh－i　Zubayda，バーゲ・

ジャハーン・アーラーBagh－i∫ah2n－ara，バーゲ・バイトゥ・ル。アマーンBagh－i　Bay£

al－Amanなどが挙げられる。これらのうちの多くはシャールフの治世中すでに開発されて

いたが，スルターン・フサインの時代になって復興されたものである［Khulasat：477　b－

478　b，　479　a；　Ma’a£hir：173　一　174，　176；Dastar：101　b；　Makarim／Cambridge：147　b一　148　a，

182　a］o

　住民の飲用および灌概用に供せられる水を供給するという問題にも然るべき注意が払われ

ており，その解決のために多くの貯水池や大小の運河が建設され，ヘラートとその周辺地域

のみでも22以上の貯水池がっくられたが，そのうちの若干は医療施設として利用された

［Makarim／Cambridge：145　b，146　b，174　a；Ma’athir：174，177］。これらの上には橋梁が設

置されたが，いうまでもなくこのことは国家の経済と政治の発展に大きな影響を与えた。ま

た，これは橋梁という渡水施設の建設者である一般民衆の生活にも一定程度の影響を与えた。

嶺時このような橋梁は30以上にのぼっていた［Makarim／Cambridge：147　a，151　a；

Rawdat／Bombay：4］．

　また，リバート（大道沿いの宿泊施設）やキャラヴァンサライは商業の発展と外交関係に

大いに寄与したが，ホーンデミールはこうした施設の建設・復興事業につき詳細に記録して

いる。リバートの建設は合計60件に及んだ［Makarim／Cambridge：139　a，146　a－b，180　b，

181a－b；Ma’athir：175，工77，178；K：hula§at：474　b，476　b，477　a－b，494　b］◎

　ホーンデミールが伝えるところでは，ヘラートは10個の街区（マハッラ）に分かれてお

り，　各々の街区はさらにいくつかの小路に分かれていた　［Khulasat：4　a－b；Makarim／

Cambridge：146　b，151　a，167　b；Ma’athir：178］。　シャールフやバーイスングル。ミール

ザーの時代に建造された諸門（ダルヴーゼイェ・フィールーザーバードDarwa2a－yi

Flrttzabad，ダルベ・イラークDarb－i‘lraq，ダルベ・ホシュDarb－i　Khush，ダルベ・マ

りクDarb－l　Malik）は良好な状態で保存されていた　［Ma’athir：168，171，176；Khula§at

Tehran：193；KhulaSat：473　b；DastUr：97　b］。街の内部に目を向けると，スルターン・フ

サインの時代にはすでにバザールや商店などは建設が完了していたが，たとえば，バーザー

レ・ホシュBazar－i　Khush，バーザーレ・マリクBazar－i　Malikなどがそれにあたる
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［Ma’athir　：　144，　166，　168］．

　ヘラートとその周辺地域では，新たな施設が建設される一方で復興事業も系統だって行わ

れた。ヘラートの多くの老朽化した建築物を復興する際にその指揮にあたったのは，ギヤー

スッディーン・ムハンマド・バーグバーンGhiyath　al－Din　Mubammad　Baghbanの子孫

であるアミール・ジャラールッディーン・マフムードAmlr∫alal　al－Din　MaりraUdとア

ミール・ニザームッディーン・スルターンA鷹rNi躍m　al－Din　Sultanであった［Ma’athir：

176］o

　また，当時は貧困層の保護にも大きな関心が向けられていたが，その証左となるのはラン

ガル（ダルヴィーシュの寮）の存在で，そこでは常に衣服と食事の配給が行われていた

［Makarim／Cambridge　：　130　b，　146　a　；　Khula6at　：　473　b］．

　以上，我々はホーンデミールの著作に収められている，ティムール朝期の学術と文化の発

展に関する諸問題のうちの幾許かの局面をごく簡単に扱ってきた。

　ここで得られた知見を分析し，かっこれらの知見を当時の他の著者達の手になる史料と比

較するならば，マーワラーアンナフルとホラーサーンの科学と文化の発展のための堅固な土

台を築いたのはティムールその人であり，その子孫達は彼が始めた事業を継続したのだ，と

いうことが結論として導かれるのである。

※　本稿は1996年11月9Neg　34回羽田記念館講演会　（京都大学文学部）における講演内

　容（ロシア語）の日本語訳である。翻訳にあたって転写法を改め，注を追加した。

注

1）　（訳者注）イブン・スィーナー（Abtt　‘Ali　ibn　Sina）（d．1037）のα‘一（9伽耽声αZ－T∫飴の摘要と

　してMuhammad　b．　Y6suf　al－llaqi（d．1092）が著わした魚加∫頭7型励al－Qananを指す

　［Brockelmann，　vol．　1　：457］0

2）　この興味深い情報は，優れたウズベク入東洋学者であり東洋の医学作品に詳しい，ウズベキス

　タン共和国科学アカデミー正会員U．1．カリーモフ氏に御教示いただいたものである。（以下訳者

　注）ちなみに，ここでいう‘All　b．　al－Nafls　al－Qarshiの著書とはイブン。スィーナーのal－Qdnan

　fi　al一　Tibbの摘要の一つ，α♂一漉伽のことである［Brocke王mann，　vol．1：457］。

3）　尚，ダルヴィーシュ・アリーについてはMajalis：125，139；Urunbaev：75も参照のこと。

4）　（訳者注）『灘肋α彦州内翼への注釈に付された語句注釈』の意。ちなみle　Uifemat　al一　‘Aynは

　Najm　aYDin‘Ali　b．‘Umar　al－Qazwini（d．1276　or　1294）の著書で，形而上学と物理学を扱った

　ものである［Brocke圭mann，　voL　1：466－7；supp．1：847　一　8］。

5）　（訳者注）al－Qumriの没年は確定しておらず，990黛以降とされる。この作晶の名はBrockel－

　mannには見出されないが，そこで挙げられている同じ著者の作品，　Mustalahdt　al一　Tibbと恐ら

　くは同一のものであろうこBrockelmaRn，　supp．1：424－5］。
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6）本作品の写本は九点、が確認できる。そのうちの七点についてはSVR，　v◎1．1，　no，362－6；vol．5，

　no．　3770　一　1を見よ。大英博物館図書館所蔵め一点、についてはT．　Gandjeiが自著の序文において

　言及している［Makarim／Cambridge：xiv］。インドに存在するもう一点の写本について，　Hidayat

　Hosainはそれが現存する本作品の唯一の写本であると述べている〔Qanan：xxix］。

7）現存する本作晶の写本は三点で，そのうち一点、は大英博物館図書館に翫蔵されている［Rieu：

　360　一　367］。ウズベキスタン共下国科学アカデミー東洋学硯究所所蔵の二点、の写：本（MHB．　no，5278，

　5340）はこの写本から書写されたものである。本丁晶は過去に二度，ケンブリッジとカブールで

　　出版されている［Makarim／Cambridge；Makarlm／Kabul］。

8）　（訳者注）　ビルジャンディーのフル・ネームは‘Abd　al一‘Aliy　b。　Mu草ammad　b．　Husayn　al－

　Birjandi，『ウルグベクの天文表』の正式名称．はli］’一i　fadid－i　Sulgdniである［Brockelmann，　vol．

　2，212－3］。また，本文中の『アストロラーベの知識に関する二十章』とは，Abg　Ja‘far　Na§ir

　al－Din　Mu堰mmad　b，　Muhammad　al－Tasi（d．1274），　Bist　Bdibのことである［Breckelmann，

　supp．　1　：932］o
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